
     
                                

                            
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
                                 

                                    
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

川崎市シティプロモーション戦略プランの概要 

  

川崎市を取り巻く社会経済環境 

●人、もの、情報等の移動・交流の活発化や都市間競争の激化、情報技術の飛躍的な発展など社会状況が変化しています。

●本市は、産業・先端技術に加え、生活利便性や文化芸術・スポーツなど多彩な魅力とともに発展し変化を遂げています。

●転入超過傾向が続くほか、隣接地域からのイメージや市民の定住意向も上昇傾向にあります。 

前戦略プラン（H17.3 策定「川崎市シティセールス戦略プラン」）の検証と課題 

●前戦略プランの目標と成果 

目標１：対外的な認知度やイメージの向上（数値目標：川崎のイメージが良いと思う隣接地域の人の割合 50％以上⇒達成）

目標２：市民による川崎の魅力の再発見、市民としての誇りや一体感の醸成（定住意向の割合増加など） 

目標３：川崎らしさを活かした川崎ならではの魅力や活力の創出（「音楽のまち」や「工場夜景」など） 

●前戦略プランにおける課題 

明確な成果指標の設定や、評価と反映がうまく循環できるような仕組み、より効果的な魅力発信の手法等につ

いて検討する必要があります。 

策定のねらい（シティセールスからシティプロモーションへ） 

前戦略プランの成果として得た対外的認知度やイメージ向上への取組は継続しつつ、さらに一歩前進させ、「市

民が愛着･誇りを持って住み、働き、学び、『川崎市民』としてのアイデンティティ（地域への帰属意識）を形成

する」という視点や都市ブランドを強化し、より戦略的にシティプロモーションを推進します。

Ⅰ章 川崎市シティプロモーション戦略プラン策定の背景 

Ⅴ章 本戦略プラン運用のための仕組み 

基本方針 

●特色のあるまち、市民等（市民・企業・団体等）による多種多様な取組など、多面性のある特徴を活かします。

●市民が“自分たちのまちはどのようなまちか”と“川崎はどのようなまちか”を認識・語れるようにします。 

●行政と市民等の相互連携によって、魅力情報を市内外に発信します。 

目 標 

●目標１：市民の「川崎への愛着・誇り（シビックプライド）」の醸成                   

 川崎の魅力や地域資源を更に多くの市民に知ってもらい、川崎の魅 

力の浸透を促進し、市民の「川崎への愛着・誇り」を醸成します。 

●目標２：川崎の対外的な認知度やイメージの向上 

 魅力の情報発信、市民による市外への推奨などにより、川崎の対外的な 

認知度・イメージを向上させ、市外における川崎ファンを獲得します。 

本戦略プランの枠組み 

計画期間を概ね 10 年間とし、2年ないし 4年を計画期間とする（仮称）「シティプロモーション推進実施計画」

を策定（第 1次計画は平成 27 年度策定）するとともに、新たな総合計画や他の分野別計画と整合性を図ります。

Ⅱ章 本戦略プランの考え方  

Ⅲ章 発信する魅力分野  

Ⅳ章 コミュニケーション戦略 

コミュニケーション戦略の展開 

●「知る」・「関心を持つ」・「調べる」・「行く」・「体験や関係づくり」など、段階に応じた情報発信を行います。 
●「知ってもらう情報」⇒「興味をもってもらう情報」⇒「実際に行ってもらう情報」など、連続した情報発信を行います。

●情報の利用者層・掲載できる内容・発信回数など、受け手や発信手段の特性を踏まえた適切な情報発信を行います。 

ブランドメッセージの設定（H27）・活用（H28 以降） 

●統一感のある情報発信 

川崎には、「音楽のまち」、「スポーツのまち」などの取組や、個々に特色ある地域があります。そこで、それ

ぞれの取組や地域の特色を活かしながら、川崎の伝えたいことを明確化するため、ブランドメッセージを用い

た統一感のある情報発信を行います。 
 
 
  
●設定・活用のポイント 

  ・ブランドメッセージ作成の際には、市民の参加を得ることで「自分が参加して作られた」という当事者意識

を醸成します。これにより、設定後の市民・事業者等による活用へつなげていきます。 

・様々な市の取組や情報の発信時に常にブランドメッセージを関連付け、川崎のイメージを市内外に定着させ

ます。 

「ブランドメッセージ」・・・企業や自治体などの魅力や考え方を反映した言葉。多彩な魅力を一言で表現し、「将来的にどう

ありたいか」という方向性も含んだ言葉であり、共感を生むためのもの。 

特徴的な分野 

川崎の多彩な魅力を特徴的な分野に分類（「産業・研究開発」、 

「文化芸術」、「スポーツ」、「自然」、「生活」）した上で発信し 

ていきます。 

 また、各分野を連携させ、新たな価値が生まれるよう、分野 

間の連携を行います。          

成果指標 

達成度が明確に把握できる定量的評価と実感度を把握する定性的評価を導入し、取組へ反映させます。 
●定量的評価 
目標１（市民の「川崎への愛着・誇り（シビックプライド）」の醸成）の指標 

 ・市民の愛着と誇りの醸成度を測る指標として「シビックプライド指標」を用います。 

川崎市に「愛着を持っているか」、「住み続けたいか」など、複数の設問に回答を求め、結果を集計し数

値を算出 

・市民の市外への推奨度を測る指標として「ネットプロモータースコア」を用います。 

  川崎市への「居住」、「来訪」を友人・知人に薦めるかについて回答を求め、その結果を集計し得点化 

  目標２（川崎の対外的な認知度やイメージの向上）の指標 

   ・隣接都市在住者における川崎のイメージを良いと思う人の割合を用います。 

●定性的評価 

「目標値を達成したか」ということだけではなく、「どのような実感をもっているか」を市民等との会議体議

論、インタビュー調査、アンケート調査における自由回答欄の記載などにより把握します。 

推進体制 

●ＰＤＣＡサイクルの仕組み 

2 年ないし 4 年を計画期間とする実施計画を策定（Plan）・実行（Do）し、第 1 期から第 2 期へと移行する際

に確認・評価(Check)を行い、社会状況の変化など最新の状況を加味し、課題を次期計画へ反映(Action)します。

●行政と市民・事業者等の関係 

  シティプロモーションの目標を達成するためには、行政が単独で取組を行うだけではなく、市民・事業者等

と連携・協働して推進していくことが不可欠です。現時点においても市民・事業者等によるシティプロモーシ

ョンに寄与する取組・活動は数多く行われています。行政はそのような取組・活動と連携、又は支援し、より

多くの市民・事業者等がシティプロモーションに取り組めるようにします。 

 
  

①市内の魅力ある資源の発掘や 

魅力発信の強化 

 

 

 

 

 

  

②市民のシビックプライド

醸成 

③地域社会への

参画の高まり 

④川崎の魅力の 

更なる向上 

⑤市民による 

市外への推奨 

⑥市外での認知度や 

イメージの向上 

  

  ◇目標１及び２による好循環（ポジティブスパイラル） 

◆産業・研究開発 

先端技術・研究開発拠
点、環境技術・再生可能
エネルギーなど 

◆自然 

大都市に残る豊か 
な自然、里山風景 
など 

◆文化芸術

音楽のまちづくりの
推進や映像のまちづ
くりの推進など 

◆生活 

魅力ある都市機能、子育
て・教育環境の充実など

◆スポーツ 
プロスポーツチームとの
連携・協働、ホームタウ
ンスポーツの推進など 


